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１　はじめに
　筆者は，2018年に南九州における鉄器の集成を行った
（川口2018）。その際に，本田道輝氏から，松木薗遺
跡の大溝で鉄鏃が出土していることを御教示いただいた
が，実見・図化することが間に合わず，本田氏から提供
いただいた写真のみの掲載となった。弥生時代後期の鉄
鏃は，本県において出土事例が少なく鉄器の普及を検討
するには重要である。本稿では，松木薗遺跡で出土した
鉄鏃と砥石について，改めて資料報告を行うとともに，
鉄器の帰属時期について考えてみたい。
　なお，資料の実測・公開に当たっては，松木薗遺跡の
発掘担当者である本田道輝氏，出土品を保管している南
さつま市教育委員会の了解を得ている。

２　松木薗遺跡について
　遺跡は鹿児島県南さつま市金峰町尾下に所在する（第
１図）。金峰山の西麓から田布施平野中央部へと伸びる
尾下台地の先端部近くに位置し，標高は約21ｍである。
周辺には高橋貝塚や阿多貝塚，中津野遺跡など弥生時代
の著名な遺跡が平野を囲むように所在し，県下でも有数
の遺跡密集地帯として知られている。
　遺跡は土取り工事によって存在が明らかとなり，本田
道輝氏によって昭和53年に発掘調査が行われた。発掘調
査は平成７年の６次調査まで行われ，調査面積は約270
㎡である（本田1981・1993・2005）。
　発掘調査では，大溝や竪穴住居跡，弥生後期土器，石
包丁，扁平片刃石斧，砥石，鉄鏃，磨製石鏃，土製投弾
などが出土した（第２図）。土器の中には，北部九州，
中九州，瀬戸内地方，大隅半島の特徴をもつものがあ
り，広範囲な地域と交流していたことが窺える。出土し
た土器群は，松木薗式土器と命名され，弥生時代後期土
器の編年が示された（本田1980）。
　注目されるのは，台地を横断する断面Ｖ字形の大溝で
ある。大溝は弥生時代中期末頃に掘削されたと推測さ
れ，確認した規模は，幅２～４ｍ，深さ2.5～2.3ｍ，長

さ約80ｍである。溝跡の周囲はシラス上面まで削平され
ていることから，本来の大きさは，幅４～５ｍ，深さ2.5
～３ｍ程で，溝跡の東側には土塁が存在した可能性が指
摘されている。大溝はその規模から判断して，集落防御
を目的とし，当時，社会的緊張が存在したと考えられて
いる（本田2005・2006）
　このように，松木園遺跡は，遺構の規模，交流や交易
を示す遺物の存在から，田布施平野における拠点集落と
位置づけられている。
　
３　鉄鏃・砥石の報告（第３図）
　松木薗遺跡で出土した鉄鏃，鉄器研磨用の砥石につい
て報告する。
　鉄鏃は大溝内で出土したもので，同封されていた遺物
カードにはＭＺ５次Ａ－１区溝内１層527と記されてい
る。平面系が五角形を呈する凹基式の無茎鏃で，基部に
は浅い抉りが入る。刃部の両辺が直線的であるため，厚
さ３㎜程の鉄板を鏨によって切断し，研磨加工を行い製
作されたと考えられる。平面形が左右非対称のため，未
製品との区別が難しいが，破面をみると横断面は紡錘形
に近く，刃先に向かって先細りしている。そのため，研
磨によって刃先を研いだ完成品と考えられる。長さ４
㎝，幅2.4㎝で重さは３～５ｇ程度と推測される。錆が少
なく状態は良い。　
　砥石は細粒砂岩を使用しており，遺物カードには，最
新破壊出土と記されている。長さ12.8㎝，幅11.7㎝，厚
み1.4～6.6㎝，重さ1050ｇである。正面と裏面は研磨に
よって磨り減り，大きく凹んでいる。砥面は著しく白色
に変色し，鉄分が付着しているため，鉄器研磨用の砥石
と考えられる。正面の上部には，浅い溝が４条確認でき
る。今回の調査で，鉄器研磨用と考えられる砥石は，本
製品を含めて３点確認できた。目の粗い砂岩を使用して
いる砥石もあり，鉄器の種類や仕上げの工程に応じて使
い分けていたと推測される。
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４　鉄鏃の時代について
　平面形が五角形の凹基式無茎鉄鏃は，先行研究（川越
1993，村上2003）や中九州・南九州の出土事例では弥
生時代後期後葉以降に確認できる（第４図）。代表的な
事例を挙げると，本県では，志布志市春日堀遺跡（公財
鹿埋セ2020）で古墳時代前期前半の出土事例がある。ま
た，熊本県では熊本市神水遺跡（熊本市2003），阿蘇市
下山西遺跡（熊本県1987），阿蘇市幅・都留遺跡（熊本
県2019）で弥生後期後葉から終末，宮崎県では川南町尾
花Ａ遺跡（宮崎県2011）で弥生時代後期後葉から終末の
出土事例がある。
　このような出土事例から，松木薗遺跡の鉄鏃の帰属時
期は弥生後期後葉から終末頃ではないかと推察される。
中九州や南九州の拠点集落では，弥生時代後期後葉から
古墳時代初頭に鉄器の生産が行われていることが指摘さ
れている。（村上1992，川口2018）。松木薗遺跡で出
土した鉄器研磨用の砥石は，鉄鏃の製作が行われていた
可能性を示しており，南九州における鉄器の製作・普及
を知る上で重要な考古資料である。
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第１図　遺跡位置図（1／2,5000)

第２図　松木薗遺跡の遺構・遺物（本田2006より転載）
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第３図　松木薗遺跡出土鉄鏃・砥石

第４図　中九州・南九州の無茎凹基式鉄鏃（弥生時代後期後葉～古墳時代前期前半）

（1志布志市春日堀遺跡、２阿蘇市幅・都留遺跡、３熊本市神水遺跡、４川南町尾花Ａ遺跡）
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